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第８章  終 章  
 





































































図 2 環境配慮施設設置の意義概念図 
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 石川県農林水産部の 100 名を超える職員の方々には，環境配慮の研究について，深
いご理解と，多大なご協力を頂きましたことに深く感謝致します。例えば，何年も前
に担当された業務の内容などの度重なる問い合わせ，またアンケート調査に関する地
元への依頼など，お忙しいお仕事中の依頼に，どなたも快く応じてくださりました。
187 
 
また農業基盤課の方々には，アンケート実施についての相談に乗ってくださり，配布，
回収をしやすいようお取りはからいを頂きました。誠にありがとうございました。 
 そして，アンケート調査の配布などお世話頂いた地区の代表の方々，回収して頂い
た班長の方，そして８枚にわたる長いアンケートの質問にご回答を頂いた 769 名の地
域の方々に，深く感謝を申し上げます。皆様からご回答頂いたアンケートに，地域へ
の思い，農業への思い，昔の楽しかったこと，今の苦悩などが書かれているのを拝見
し，皆様のそれぞれの熱い想いが胸にせまり，目の前がかすんでなかなか作業が進ま
なくなることも一度や二度ではありませんでした。皆様から頂いたご回答をもとに，
より良い方向性を見いだすことが，お一人お一人の思いを生かすことと思い続け，そ
れを励みに研究をまとめることができたと思います。 
 さらに，石川県土地改良事業団体連合会の石黒徳広さん，森澤健作さんには，研究
に関する県からの情報提供依頼を快く引き受けて下さり，いつも早急に丁寧に対応を
頂きまして誠にありがとうございました。また，現地調査やアンケート調査を手伝っ
て下さった阿戸恵美さん，上野真耶さんにも大変お世話になりました。佐野修さん，
山本邦彦さんは常に応援のお言葉をかけて下さりました。厚く御礼申し上げます。 
 そして，（株）環境公害研究センターの中田憲幸社長は，大学院に行くことを快く承
諾して頂き，また，長年にわたり環境に関する仕事に携わらせて頂きまして，誠にあ
りがとうございました。博士論文を執筆することができたのは，社員の皆様と共に仕
事をさせて頂き，学び，考え，悩んだ経験があったからこそ成せたことだと思います。
深く感謝を申し上げます。 
 最後に，大学院に入りたいということを相談した時から，論文を仕上げる最後の日
まで，常に励まして頂いた家族に感謝致します。両親には精神的のみならず，経済的
にも支えて頂きました。社会経験が豊富な父からは，目上の方との接する心，発表の
時の心構え，方法など人生の大先輩としてアドバイスをたくさん頂きました。母はい
つも前向きで元気で明るく，太陽のように私を励まし，背中を押して下さいました。
姉洋子は，私が好きな蜻蛉と蛙の素敵な刺繍をパネルにして頂き，2 年間研究室で見
守っていてくれました。娘愛子，息子巧美は 2 人の存在自体が励みですが，いつもと
ても優しく励ましてくれ，心を癒してくれました。 
 このように，大変，多くの方々のご協力とお支えを頂きましたことに，心より深く
感謝いたします。 
